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このＦＡＸは日頃より弊社と取引頂いているお客様及び、ご愛顧いただきたいお客様宛に定期的に無料で配信しております。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
宝
角
合
金
製
作
所
と
申
し
ま

す
。
皆
様
方
に
様
々
な
、
情
報
を
お
届

け
す
る
週
刊
Ｆ
Ａ
Ｘ
通
信
を
送
り
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
愛
顧
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

不
安
定
な
天
候
の
続
い
て
い
る
八
月
後

半
で
す
。
今
年
の
暑
さ
の
峠
も
ど
う
や

ら
超
え
た
様
で
す
が
、
残
暑
も
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
方
も
体
調

管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
先
般
、
あ
る
講
習
会

に
於
い
て
、
組
織
を
よ
り
よ
く
変
化
さ

せ
て
行
く
た
め
に
は
今
の
時
代
に
は
、

「
若
者
感
覚
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。
ど
い
う
事
か
と
云
う
と

若
者
に
は
過
去
の
経
験
が
少
な
い
分
言

い
訳
も
少
な
く
、
言
い
訳
に
こ
だ
わ
る

人
は
、
同
じ
過
ち
を
何
度
も
繰
り
返
す

事
が
多
い
、
な
ぜ
な
ら
自
分
が
本
当
に

悪
い
と
思
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
ま

た
若
者
に
は
所
謂
、
し
が
ら
み
と
云
う

も
の
が
少
な
い
の
で
、
変
革
に
対
し
て

も
拒
否
反
応
も
少
な
い
と
い
う
訳
で
す
。

今
の
予
想
し
難
く
変
化
の
激
し
い
時
代

に
於
い
て
時
流
に
対
応
し
て
変
化
し
て

行
く
事
が
重
要
と
考
え
る
と
変
化
・
変

革
か
ら
逃
れ
る
事
は
環
境
の
あ
ら
ゆ
る

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ
な
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
訳
で
す
。
心

配
し
な
が
ら
ま
た
結
果
を
予
想
し
な
が

ら
す
れ
ば
、
必
ず
結
果
は
良
く
な
く
、

た
だ
喜
ん
で
全
力
を
尽
く
す
。
そ
の
時

予
想
も
せ
ぬ
良
い
結
果
が
生
ま
れ
る
と

言
う
事
だ
そ
う
で
す
。
若
者
感
覚
を
忘

れ
ず
大
切
に
目
の
前
の
目
標
達
成
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
週
も
お
読
み
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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今後FAX送信がご不要なお客様は右記に
社名と口にﾁｪｯｸの上、お手数ですが、FAX
で返信願います。

ご社名

宝角合金製作所 稼働日カレンダー

月 火 水 木 金 土 日

8/29 30 31 9/1 2 3 4

○ ○ ○ ○ ○ 休 休

9/5 6 7 8 9 10 11

○ ○ ○ ○ ○ 休 休
9/12 13 14 15 16 17 11

○ ○ ○ ○ ○ 休 休

大物旋盤 検索

大物部品加工の専門サイト

大物旋盤.ＣＯＭ

汎用旋盤 ＮＣ旋盤 フライス・マシニング

8/29～9/2 △ △ △
9/5～9/9 △ ○ △
9/12～9/16 △ ○ △
◎：空き有りどんどんやります。

○：お陰様で順調に稼働中です。

△：少し混み気味です、ご相談ください。

* その他 円筒研削盤、ワイヤーカット、スロッターについては、随時ご相
談ください。

2011/8/29現在

工場稼働状況をお知らせいたします。お問い合わせお待ちして
います。

工場稼働状況

弊社が、4年程前から設計・開発し、昨年より販売を開始
している 竹粉砕機「バンブーミル」に関する特許がこの
度、無事に審査請求も通り、先日、特許証が届きました。
特許第4798406号 竹微粉末製造装置 です。
現在も日夜、改良に改良を重ねて 様々な課題をクリヤ
―して来ました。以下にその一部をご紹介いたします。
•より一層の微粉末化と表皮部の完全な粉砕が実現して
います。
•機械稼働時の騒音を従来比20％低減し、作業環境の改
善を実現しています。
•処理時間の従来比10%程度短縮し、時間当たりの生産
量の増大を実現しました。

特許取得できました。
竹パウダーの包装も変わ

りました。

竹パウダーの販売も5㎏入
りパッケージ袋での販売に
変わりました。使用方法等
も大きく見やすくなりました。

竹パウダーで栽培された野菜類
を一般の方々にも知って頂く機会
が有ります。
日時 9月10日(土）午後４時から
場所 姫路中央卸売市場

どなたでも来場できます。野菜の
直売や野菜で調理したモノを召し
あがって頂けます。勿論竹パウ
ダーの販売もします。


